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多機能パーソナルターミナル
PersonalTerminal

近年,OAへの期待が急速に高まってきている｡T-560/20パーソナルステーショ

ン,PT-1パーソナルターミナルは,ホストコンピュータを前提としたOAを実現す

るためにそれぞれノンインテリジェント端末,インテリジェント端末の製品系列上

にあった端末システムに,日本語文書処理機能,パーソナルコンピュータ機能など

を搭載,多機能化を実現し,新たにOA機器の一員として変容を遂げたものである｡

両システム共,本来の端末機能とエンドユーザー向け機能の両立を実現し,コン

ビュ【タを中心としたOA化時代への対応をねらっている｡

u 緒 言

従来,ホストコンピュータを中心に処王里が考えられていた

コンピュータシステムの端末としては,大きく分けてすべて

のデMタ処理をホストコンピュータで行なう集中処理形態に

適用されるノンインテリジェント端末と,データ発生現場側

でもデ【タ処理の一部を担う分散処理形態に適用されるイン

テリジェント端末があった｡ユーザーシステムでのデータ処

理形態は,個々の企業,組織の業態やア70リケーションシス

テムの特性によって異な-),ノンインテリジェント,インテ

リジュントの各々の端末は共にその守備範囲に対応してきた｡

しかし,この区分はホストコンピュータを中心とするデータ

処理,すなわち定形業務の処理形態の観点から発しているも

のであり,文吉処理に代表される非造形的な業務処理に対し

てはこの区分が適用されるものではない｡ここに寺門介する

T-560/20パーソナルステーション､PT-1パーソナルタ【ミナ

ルほ,各々,ノンインテリジュント端末,インチリソェント

端末としてホストコンピュータとの親和性を保ち,各々の本

来の機能を維持しながら非定形的な業務処理に対応するエン

ドユ【ザ【向け機能を実現したOA(オフィスオートメ【ショ

ン)化対応の新端末システムである｡

臣I T-560/20パーソナルステーション

T-560/20パーーソナルステーーションは,HITACシステムの

汁L用オンライン端末であるHITAC T-560/20ビデオデーータシ

ステムのファミリーの一員として,従来の峯望品と7テニ手剛性を保

ちながらエンドユーザーrf小ナのパーソナル処理機能をもたせ

ローカル

リモート

ホスト

コンピュータ

端 末

制御装置

最大

16台

(a)パーソナルステーションの構成
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た多機能端末である｡本来のオンライン端末機能とともに,

文吉処j哩や作表､作図をはじめとするパーソナル処手堅によっ

て,エンドユ【ザ【周辺の日常業務の機寸城化を図り,EDP

(Electronic Data Processing)とOAとの統合をねらいとし

た製品である｡

2.1装置の機能概要と特長

図1に示すように,本装置はT-560/20ビデオデータシステ

ムのほかのビデオデータターミナルと同様に,端末制御装置

に接続して,ホストコンピュータとデータ通信回線を介して

接続されるCRT(Cathode Ray Tube)ディスプレイステーシ

ョンであると同時に,フロッピーディスク装置2台を内蔵し

て,オンライン端末機能に日本語文吉処理機能といわゆるパ

ーソナルコンピュータ機能とを結合させ,更にファイル転送

機能を付加して,それぞれの機能を独立した形でも,結で㌣し

た形でも使用できることが特長である｡

2.2 多機能化の実現方式

オンライ ン処理とパーソナル処理とを1fiのワークステー

ションで実現するには,

(1)それぞれ独立の制御プログラムを用意し,それらを取り

換えて,端末とパーソナルコンピュータを別々に動作させる

方式

(2)一つの制御プログラムでオンライン処理とパーソナルデ

【タ処王翌を同時に利手卸し,モードを切り替える方式

の二つがあるが,本装置では後者を採用している｡

一般に,このような方式の場合,制御プログラムは装置固

パーソナル処理
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(b)パーソナルステーションの機能

図I T-560/20パーソナルステーションの特長 漢字ターミナルとパーソナル処理機能を,l台のステーションで結合させている｡
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ノ仔のものとなり,†充通ソフトを擬せることが難しいが,本装

置では代表的なパーソナルコンピュータのO S(オペレーティ

ングシステム)である"MS-DOS''蒋1)を装置間イナの制御プログ

ラムに組み入れることによって解プ央している｡

2.2.1オペレーティングシステム※2)の構造1)

"MS-DOS''はシングルタスク,シングルユーザーのOSで

あり,リアルタイム性を要求されるオンライ ン処理プログラ

ムとは和反する性質をもっているので,単純に一体化せず,

それぞれをタスクとして同一レベルで制御する方式をとった｡

すなわち,オンライ ン処三哩プログラムと"MS-DOS､■の処理を

切り拝えで制御する上位の制御プログラムを設け,両者が共

存可能とLた(図2参I!恥.

2.2.2 画面バッファの構成と処理モードの遷移

ホてトコンヒュ一夕とグ)交†.書か､′ヾ-ソナル処押によって

;jをき号･ミ:三キ･乏けち･いように,ディスプレイ洞グ)†巾川音いヾ,･ノファは,

オンライ ン仲川I川Jとフ､ログラム仲‥白り†1の2｢如グつバ･ソフ丁をも

たせた∴

二れに上り,′トー､ノ十ル処J刊とは別三同朋に也二るホストコ

ンヒュ一夕ヒの交†.‾言データをすンラインドf州=ニイち主存しておき､

パ【ソナル処坪とオンライ ン処f【琵グ〕‖りをオ/＼レー,夕のキー様

作で切り汗えても,それぞれク)処f幣が桝プ紘Lて行なえる上う

になノーンている一回3参J!てi卜

リアルタイム

制御プログラム

-PL

LOADER

KB∃1
CRT

FD

PR

至]+
ハードウェアドライバ

注:略語説明など

KB(Keyboard)

CRT(Cathode Ray Tube)

FD(Fbppy DISk)

PR(Printer)

TM

`MS-DOS''

文書処理
プログラム

漢字オンライン
処理

ファイル
転送

TCE(TermlnalControIEq山Pment)

lPL(仙tlaLProgramJoad)

OFIS/POL(Offioe Automation andlnt州gence

Problem Or】entedJanguage)

dMS-DOS''コマンド

拡張BASIC

OFIS/PO+

ファイル変換

ユーティりテイ

l`MS-DOS”

ユーザープログラム

Support Software/

拡張BASIC(拡張Beginner's All-PurPOSe SymbollClnst｢uction Code)

"MS-DOS''は,米国Microsoft,lnc.の商標である｡

図2 オペレーティングシステムの構造 "MS-DOS‖とオンライン端

末処理は,タスクとして切り替えられる｡
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拡張BASIC

OFIS/POL

ほ力､

プログラム

画面

注:略語説明

ONL(オンライン)

OF+(オフライン)

図3 オンライン処理とパーソナル処理のモード遷移 独立の表

示用画面バッファをもっているので,オンライン処理とパーソナル処王里は並列

に動作L,任意に切り替えて操作することができる..

2.3 パーソナル処理

ソフトウェアの構成を図4に示す｡"MS-DOS'1二は仮名壮

乍変換機能をサポートし,アプリケーションプログラムで行

なう【l本譜処理を谷易にしている｡

2.3.1 拡張BASIC

拡リkBASICは,標唯BASICに対Lて図4に示すような拡

蝦機能を付加1Lたものである｡同国の中のホストアクセスと

は,拡リi壬BASICで作成したユーーサーープログラムで,ホストコ

ンヒュ【タとのデータ交挽を可能にする機能である｡

先に述べたように,T-560/20パーーソナルステーションは､

オンライ ン【軸向とプログラム両面の二つの表示両而バツファ

をもっており,ホストコンビュ【タとのデ【タ送′受信は一方

のオンライン内向を介して行なっている‥)ユーザーはBASIC

のプログラムによって,オンライ ン画面で′受信したデータを

プログラム1由j面に山プJしたり,人力データを処月を･加｢｢して

オンライ ン痢而に発きj生んでホストコンピュータに送イ召する

ことができる｡図5にホストアクセス処理の例を示す｡J

2.3.2 0FIS/POL寮3)･3)

OFIS./POL(Office Automation andIntelligence Support

Software/Problem Oriented Language)は､一事務処理で必要

となる真の作成や集計.データのグラフ化といった作業を対

F話形J〔で行なえるようにLた簡易言語であり,作業部と作岡

部を備えている｡

(1)作表処J理

各稚の統計資料を聖さ理するときに作成する表形Jじのデータ

をメモリ_1二にテ【ブル形式で展開し,CRTディ スプレイグ〕伸i

向を介して､対話方式によってデータの入力や簡単な計算,

ソートなどを行なうもので,少ないコマンドで豊吉な機能を

もたせている｡表の一部を画面に表示したときの構成を図6

にホすr〕

(2)作1瑚処玉里

作表処理で作成Lたデータを,円グラフや棒グラフなど6

稚類のグラフに表現する機能をもっているが,デMタの直接

入力もできる｡グラフの梓類やデータ数といった展本パラメ

※1)●､MS-DOS-'は,村可MicrosoftInc.グ)商標であるLつ

兼2)本システムは,日東製作戸斤の研′兜所が開発したものを､製品化L

たものである‥
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※3)OFIS/POLは,日立製作所及び研究所が社内OPAL(OA用プロ

グラムライブラり)の開発の一環として共同開発したものを製品

化したものである〔1
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【タを入力すれば,大きさや座標軸の目感,色分けなどは日

動的に割り付けてグラフを作成する｡作図例を図7に示す｡

2.4 日本語文書処理機能4)

本装置では,日本語文書の作成･編集に必要な仮名子葉字変

換入力,校正編集の標準的な文書処章里機能の外に,オンライ

ン機能を用いての入力･校正･編集が吋能である(表1参照)｡

‾文書処理機能では,表示画面を2分割して,ホストコンピ

ュータからのデータを受信したオンライ ン画面と,キ【入力

可能な文書処]哩(オフライン)画面を同時に表ホできるので,

仮名青菜字変換入力を用いて文字作成エリアに文字列を作成し,

拡張BASIC

標 準 B A SIC 86

画 面 制 御

フルスクリーンエディタ

漢 字

グ ラ フ ィ ッ ク

ホ スト アク セ ス

コマンド

ステートメント

関 数

カラー表示

ブリンク,リバース表示

けい緩,拡大表示

約8,000種

24×24トソトの明朝体

円,線,点

グラフ,図表など

図4 拡張BASICの構成 標準BASICに対Lて,画面制御などの強化及

びホストアクセス機能が追加されている｡

オンライン

画 面

注:ユーザープログラムは,

オンライン画面を介Lて

ホストコンピュータとデー

タの送受信を行なう｡

始め

○

PROG

KB

ONL

FD

tく重)
送信

ユーザー
プログラム

○
FD

PR

KB

プログラム

画 面

拡張BASICで作成

(a)ホストアクセス概念図

F D 読 込 み

プログラム画面へ出力

K B力､ら の入力

デ
ー

タ の 加 工

ホストアクセスのオープン

オンライン画面へ出力

送 信 要 束

受 信 を 待 つ

オンライン画面からの入力

ホストアクセスのクローズ

プログラム画面へ出力

F D 書 出 L

終わり

㊤=‾
ONL

PROG

○
FD

注:略語説明など

国は,ホストアクセス処理
PROG(プログラム画面)

(b)ホストアクセス例

図5 ホストアクセス 拡張BASICで作成されたプログラムによって,

ホストコンピュータと,オンライン画面を介してデータ交換することができる｡

画面の構成(漢字表示版の場合)

2;
3+--__

19

専
ブロックカーソル

ガイダンスエリア 状態表示エリア

B3 データ入力エリア

テ一刀レ名称エリア

コマンド表示エリ ア

t(基本コマンド)

タイトルエリア

垣表示
丁ヘルプ転売込瓦定義耳複写耳挿入互削除吐消去瓦置換

(至亘)
(専用コマンド)

白

499

500

図6

コ‾マン

+ヘルプ萱jjけい持上列長A名前互サイズ互銅互分割す書式

(三重)
B列の列長を20に変更する｡

TABキー

白

■中萱+列長WD列=す 列の幅二10

デフォルト

(葉栗譜宕ミ担>20㊥
OFIS/POL作表の画面構成 大きな衰の一部を画面に表示L,

ドによって対話形式でデータ入力,演算式設定,ソート,複数表の合算,

結合などの作表処王里ができる

これをオンライン両面に格してホストコンビューータへ送信す

ることや,ホストコンピュータから′受信した文字列を‾文吉作

成担臼血へコピーLてホストデータを挿入した文吉を作成する

ことができる{1

2,5 ファイル転送とファイル変換

ファイル転送はオンライン機能と"MS-DOS''のファイルア

クセス機能を結介したひとつのタスクとして設けられている

オンライ ン処理プログラムであり,ホストコンピュータとの

間のテ【タ‾交換をファイルレ/ヾルでリアルタイムに行なえる

ようにしたものである｡

ファイル変換は.ホストコンビュ【タ,パーソナル処理,

文吉処理それぞれのシステムで作成されたフロッピーディ ス

クファイル相互のフォーマット変換を行なうユーティリティ

である｡

田 PT-レく-ソナルターミナル

PT-1パーソナルターミナル(以下,PT-1と略記する｡)は,

(1)言語処声里機能,日本語入力機能,メニュー,カタログドプ

ロシソヤ機能などを充実したローカルデータ処理機能に,

(2)エンドユーザーの日常業務を効率よく処理するパーソナル

処王里機能と,(3)日本語文書処理機能及び(4)データ発生現場

とホストコンピュータを種々の接続形態で結びつけるオンラ

イン端末機能を加えた,Ptlつの機能をもつOA化に対応した

多機能インテリジェント端末であるr〕
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図7 0FIS/POL作図のグラフ例 oFIS/POL作図では.6種のグラ

フを作成することができる｡
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表】 文書処千里機能 標準の文書処王里機能の外に,ホストコンピュータ

からのデータをオンライン画面を介Lてイ重用する機能がある｡

項 目 概 要

文

虫

処

理

機

能

文書作成初期設定
文書登∃還

書式登言録

文 書 入 力

仮名漢字変換入力 ローマ字入力による仮名漢字変換

コード入力 略語入力

字単位入力

文書のセーブ･リコール コピー

作表 字修飾

改行･改ページ

半角開始指定(シフトキーによる｡)

編 集 校 正

文書新規･追加作成 文書ページ呼出L

挿入 削除

訂正 移動

文字列サーチ フォーマット指定

センタリング 右寄せ

枠設定 文字修飾

切りばり スクロール

差込み 略語登鑓

出 力 文書印刷

ホストコンピュータ ファイル転送 オンライン画面編集

との接続 文書作成へのオンライン画面の利用

フ ァ イ ル機能

フロッピーディスクの初期設定

文書ファイルのカタログ表示

文書ファイルの削除

文書ファイルのコンデンス

文書ファイルのリネーム

略語辞書のリスト出力･コピー

そ の 他 の機能
プレロード外字(ターミナルコントローラ接続時)

略語辞書の作成更新 学習機能

辞

垂

用 語 辞 書 6万語

人 名 辞 書 3′ODO語

地 名 辞 書 800語

3.1 システムの特長

PT【1は,このクラス最大のファイル容量をもつ9.8Mバイ

トの5in小形固定ディ スクを内蔵し,卓上形にコンパクト設

計している一つのノ＼-ドゥェア_Lで,図8に示す各目的に適

合したO Sを実現したものである｡パーソナル処理に使用す

るデータと,ホストコンピュータと送′受信データが,ディス

ク内で共存することが可能であり,フロッピーディスクで個

偶に使用することもできる｡これらのデータを相互に交換す

るファイ/レ変換機能を提供しているので,ホストコンピュー

タとは,従来どおりのファイル伝送機能を用いてパーソナル

処理で使用するデータと,データ‾交換が行なえる_｡

3.2 ローカルデータ処理機能

オフィ スコンピュータ並みの処理機能をもつBTOS(Busi-

ness TerminalOperating System)は,容易な操作性を実現

するために,図9に示すメニュー及びカタログドプロシジャ

機能がある｡

メニュー機能は,画面全体で業務内容を親切に案内し,数

字キーを用いるだけでプログラムを起動することが可能であ

る｡カタログドプロシジャ機能は,プログラムに与えるパラ

メ【タやコマンドをカタログとしてあらかじめファイルに登

録し,実行時に順次読み出して実行する機能であr),オペレ

ータの介入なしで複数のプログラムを連続して動作するとい
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ホストコンピュータ

ローカルデータ処理横能

ホスト形COBOL

固 O
D

ソートマージほか

サービスプログラム群

00
8

(T-560/20エミュレータ)
(文書処理)

OFIS/POL

回

日本語文書
処王里機能

注:略語説明など

[ヨ
[ヨ

0
8

MS-DOS

[可拡張BASIC

巨]一
パーソナル処理機能

○

∪
ロ

(無手順端末)

オペレーティングシステムを示す｡

オペレーティングシステム下で動作する言語処理プログラム

及びサービスプログラムを示す｡

オンライン
端末機能

DER(Data E=try Record Format Descr仰0｢)

BTOS(Busi=eSS Termina10perating SYStem)

図8 PT-】の四つの機能 一つのハードウェアに,目的に適合Lたオペ

レーティングシステムを用意し,四つの機能を実現する｡

ったことが容易に行なえる｡

メニューとカタログドプロシジャの相互起動,カタログド

プロシソャを用し､たデュアルジョブ,前プログラムの処理結

果で二大のプログラムを選択することも-可能である｡

言語処理プログラムには,ホスト形COBOL,DER(Data

Entry Record Format Descriptor)がある｡ホスト形COBOL

を使用すれば,ホストコンピュータトでプログラムを開発(1コ

ンパイル)して,PT-1上でプログラムの実行ができる｡DER

は,データエントリ用会話形簡易言語である｡

3.3 パーソナル処理機能

前章のT-560/20パーソナルステ【ションと同様に,OSと

して"MS-DOS''をj采用し,拡張BASIC,OFIS/POL3)を提

供している｡PT-1が提供する"MS-DOS■'は,9.8Mバイトの

ディスクもサポートし,"MS-DOS''下で作成した各種データ

を,他のOSとファイルごとに共存できるようにしている｡

匡I10に"MS-DOS''ファイルとBTOSファイルの変換例を

示す｡

"MS-DOS”のファイル構造は,FAT(File Allocation Tabld

とディレクトリによって管理されている｡,FATは二大のデータ

ブロックとの関係を記憶し,データブロックをランダムに配

置できるようにしている｡このため,オペレータはファイル

構造を意識することなく,容易にデ【タブロ､ソクの追加や削

除が可能である｡この簡易性を生かし,かつホストコンピュ

ータとの互換性を保つために,ファイル構造を変換する機能

を実現している｡

PT-1が提供する拡張BASICは,標準BASICにグラフィッ

ク表示,漢字出力などを追加したものである｡OFIS/POLは,

メニューからの

カタログ起

カタログからの

メニュー起動

サブカタログの起動

条 件 判 定

カタログによる
デュアルジョブ

メニュー

1.伝票
2.集計

メニュー

1.送信

2.受信

カタログA

丑
且
¢

メニュー

1.精算
2.月報

且カタログB

圧]ヵタログC
フォアグラン

n
V
､
∩
ハ
U
Y
◇
∩
‖
V

打下

顧
図9 BTOSのメニュー及びカタログドプロシジャ機能 メニュ

ー,カタログドプロシジャの相互起動,カタログドプロシジャの分岐及びデュ

アルジョニ7運転の機能によって操作を簡易化する｡

′ディレクトリヽ
FAT

40

FAT

50 55

20

ファイル変換

ボリューム データセット
ラベル

BTOS下のファイル構造
(フロッピーディスク)

BTOSファイル

"MS-DOS”下のファイル構造

(片面単密度フロッピーディスク)

ボリューム

ラベル′-データセットー＼

町‾‾｢

▲`MS-DOS''下のファイル構造
(両面倍密度フロッピーディスク)

匡盃】匝∃

一山

OSファイル

"MS-DOS''ファイル

文書処理ファイル

MD-DOSファイル

注:略語説明(Fi】e Al10Cation Table)

図】0``MS-DOS”ファイルとBTOSファイルの変換例 pT-】の

"MS-DOS''ファイルで.ディスク内にBTOS及び文書処理の各ファイルと共存

させることができる｡両面倍密度フロッピーディスクでは,データセットラベ

ルをもつ｡片面阜密度フロッピーディスクでは.市販の ■`MS-DOS”ファイル

と同様にデータセットラベルをもたない｡
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表2 オンライン端末機能
選択することができる｡

四つの通信規約を用意しており,用途別に

通 信 規 約 利 用 桓]線 用 途

HITAC+-320/30H,50H 特定通信回線 問合せ応答

互換モード 公衆通信回線 プログラム間通信

加入電話網

DDX回線交換

ファイル伝送

HITAC1740互換モード 同 上 ファイルイ云送

日本チェーンストア協会｢取引先 公衆通信回繰 ファイル伝送

データ交換標準通信手順+ 加入電話網

HITAC T-560/20 特定通信上司緑 問合せ応答,会話処理･

エミュレータ DDXパケット交模 TSS

無手順 加入電話網 会話処理,TSS

注:略語説明

TSS(T･me Sha=ng System),DDX(D噛italData Exchange)

プログラムレスで表の作成,演算,集計及び合算マ【ジが可

能である｡

3.4 日本語文書処理機能3)

仮名又はローマ字で入力した文章を複数文節単位で,漢字

仮名交じり文に変換する文章入力,1箇所の訂正で文章内の

同一文字列を自動的にサ】チして,一括して言丁正する編集校

正,及び縦書き･横書きや,単票･連続用紙の選択ができる

印刷と,文書作成の効率向上を図っている｡

3.5 オンライン端末弓幾能

通信機能は,表2に示すように,加入電話網,公衆通信回

線,特定通信回線及びDDX綱まで利用形態に応じて回線が選

択できる｡

通信規約(プロトコル)も,日本チェーンストア協会｢取引

川㍍榊･卜
文論

先データ交換標主筆通信手順+をはじめHITAC各シリーズがも

っている各種プロトコルをサポートしており,多様なオンラ

インシステムを構築することができる｡

田 結 言

以上,二つの多機能端末システムについて機能説明を行な

った｡

端末はエンドユーザーとコンピュータの接点にあー),この

接点からOA化への対応を指向してゆくべき製品である｡将

来方向として,単に日常の事務処理の効率向上(=オフィス

オートメーション)と組織内の統合データ処理(=EDP)の融

合にとどまらず,日本語から図形,画條に至るまでの処理,

更にマイクロコンピュータ,マウスを駆使したユーザーフレ

ンドリーなビジブルマンマシンインタフェース,と新時代へ

のテーマは数多いが,端末システムとしてはこれらのテーマ

に即した多機能化,機能の複合化を行なうことが重要な課題

である｡
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分散情報処理システムの一構成法

日立製作所 隈 久雄

電子通信学会論文誌(D)+66-D,2,220～221(昭58-2)

分散情報処理システムの構成法に関する

従来の研究は,コストなどの特定なパラメ

ータを用いて,幾っかの代替案を比較評価

し最適解を求める方法に集約できる｡その

場合,代替案を作成する方法については,

システム設計者の経験や直感に頼っている

のが現状である｡しかし,分散情報処理シ

ステム構成法に関するより客観的かつ定量

的な解法が必要なことは明らかである｡こ

のような目的から,本論文では,情報処理

機能とデータファイルの分散に一つの法則

を見付けて,その法則に基づいた機能及び

データファイルの分散システム構成法を提

案した｡

情報処理機能の分散論理の導出に当たっ

ては,はじめに情報処理機能要素を定義し

ている｡これは,情報処理機能を構成して

いるこれ以上分解不可能な基本機能である｡

この要素は,マイクロプログラム方式のコ

ンピュータでのマイクロ操作にたとえられ

る｡情報処理機能要素の間には,処三哩目的

によって決定される有機的な関係があると

考えられる｡これを｢システム結合係数+

とLて定義した値によって定量的に表わす｡

システム結合係数は情報処理機能要素間だ

けでなく､分散システムを構成するサブシ

ステム間の関係の記述にも同様に適用で

きる｡

本システム構成法での分散システムの情

報処理機能配分論三曙は,システム結合係数

が最大となる情報処理機能要素,あるいは

サブシステム間を次々と結合して最終的な

システム構成を求めるものである｡この方

法によって求めたシステム構成は,システ

ムの良さを表わす評価基準から評価した最

も良いシステム構成であることが証明され

ている｡ここで,システムの良さの評価基

準としては,サブシステム間の全デ【タ伝

送量を最小にすることとしておr),二れは

また,システム処理能力一定のもとでの最

大処理効率のシステムであることを示すも

のである｡
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次に,データ77イルの適正配置に関す

る評価基準を次のように設定し,これを満

足させる設計指標として,｢ロジカルファイ

ル利用率+を用いた｢データファイル配置

関数+を提案した｡すなわち,

(1)当該デ【タフアイルと各サブシステム

問の単位時間当たりの全データ伝送量を最

小化する｡

(2)当該データファイルを最大に使用する

サブシステムに対し,最大の使用の便宜を

与える｡

最後に,本分散情報処理システム構成法

を幾つかの実システムに適用した結果から,

本システム構成法が実用的であることを論

じた｡はじめに述べたように,この方法は,

理論面からのシステム構成代替案を提示す

るものであるから,最終的なシステム構成

は,更にユーザーの特殊事情やシステムのコ

スト,信頼性などの面からの検討も加えて,

総合的に判断し決定すべきことを述べた｡




